









のです。ASEAN を中心として日本、韓国、中国の ASEAN ＋ 3、さらにオーストラリア、ニュージー







　ASEAN は 1967 年 8 月 9 日に創立され、現在 10 カ国がメンバーです。これに補足しますと、最初は
５カ国でその後ブルネイが加わり、90 年代にベトナム、ラオス、ミャンマー、カンボジアが加わり現
在 10 の国となっています。この 10 カ国が 2015 年 12 月に ASEAN 経済共同体（AEC）を設立し、現
在それが運営されています。
　10 カ国のうちの 6 カ国について、サービス貿易、モノの貿易の増加を示したのがスライド 6、7 です。
このように、6 カ国はいずれもサービス貿易、モノの貿易ともに増えています。これに続く 90 年代に
加入した４カ国（ミャンマー、ラオス、ベトナム、カンボジア）は、今後伸びると期待されています。
しかし、様々な問題や課題も抱えています。




















































　スライド 19 は ASEAN Single Window の趣旨です。







































　ASEAN には、ASEAN 運輸戦略プラン（Brunei Action Plan）があり、運輸システムを統合して発
展させることで、ASEAN 経済共同体とグローバル経済との統合が実現できるようにするということが
うたわれています。そのことによって外国からの投資を呼び込むということが宣言されています。
　現在、おこなわれている運輸上の施策はスライド 30 に示してあるとおり、ASEAN Highway 




























れてきています。それから、マスタープランで有名なのは、ASEAN RORO Shipping Network Master 
Planです。地図に示されているようなGen Santos-Bitung, Melaka-Dumai, Belawan-Phuket等を結ぶルー
トを整備しようということで、いくつかはマスタープランができているものもあれば、またこれから
のものもありますが、順次進められています。
　また ASEAN 地域においてオープンスカイ政策が進められています。スライド 38 では、９つのタイ
プに分類し、その上で航空サービスの自由化、航空における安全の促進、対テロなどセキュリティの
基準とその実施、そして各国共通の航空運輸マネジメントの協調化等がうたわれています。





















　Kuala Lumpur Action Plan においても、Brunei Action Plan を引き継いだ施策があります。例えば








　陸上交通の具体的な路線では SKRL の主要な鉄道ネットワークの完成ということで、Phnom Penh 
(Cambodia) –TraPeangSre (Viet Nam)、LocNinh (Cambodia) –Ho Chi Minh (Viet Nam) などの主要路
線の完成、その他にここから分岐する路線の整備を進めています。また、既存路線の修復の完成も実
施しています。
　海上交通では、先ほどから述べているように ASEAN Single Shipping Market の実施、RORO 






























な部分ではありますが、ASEAN の立場としてどうお考えになっていますか。３番目は EU からの
イギリスの離脱があったわけですが、ASEAN も共同体でありますから、何かイギリスの離脱によっ
て ASEAN として何か得られた教訓があれば教えてください。







　　　3 番目の質問は、政治的で非常に難しい問題ですが、ヨーロッパと違って ASEAN は人口構成や
発展度合いなどいろいろな意味で異なっています。イギリスの EU 離脱を短絡的に考えるのでは
なく、少しずつ時間をかけて考えていくべき教訓だろうと思います。
